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容や、行為が実施される医療現場のニーズなどを考慮し、
21の「特定行為区分」に分類されています。特定行為は侵
襲性が高い行為であり、判断と技術において難易度が高
いため患者の安全を担保することも必要不可欠となりま
す。そこで研修制度では、実践的な理解力、思考力及び判
断力、高度かつ専門的な知識及び技能を習得します。
「特定行為に係る看護師の研修制度」はすでに開始され
て4年が経過し、研修修了者がいろいろな分野で活動して
います。2018年9月末時点で研修修了者数は全国で1205
名と報告されています。
急性期病院でも患者の状態を見極めて医師が不在の時
でもタイムリーな特定行為を提供するなどの活躍が期待で
きます。患者によりそい、患者の変化に応じた看護ケアを
提供する立場にある看護師が、患者に適したタイミングで
特定行為を行う事で、回復促進・重症化予防など医療・生
活の質の向上に貢献できると考えています。現在、創傷管
理関連の特定行為研修を修了した看護師が活動を開始し
ています。また38行為21区分を研修中の看護師、さらに
は血糖コントロールに係る薬剤投与関連の特定行為研修
を受講予定の看護師がおります。
研修に送り出した看護師が修了後に活躍できる環境を
整えながら、病院だけでなく訪問看護などの地域に密着し
た場所でも活躍し「治療」と「生活」の両面から患者を支
援できることを目指していきたいと考えています。

に係る看護師の研修制
度」が2015年10月1日か

ら施行されました。この制度は医療の高度化・複雑化が進
む中で、質が高く安全な医療を提供するチーム医療推進
の一環として検討されました。医師の判断を待たずに、手
順書（医師による指示として作成する文書）により一定の
診療の補助（特定行為）を行う看護師を養成することを目
的としています。特定行為には、気管カニューレの交換や
胸腔ドレーンの抜去、インスリンの投与量の調整、血流の
ない壊死組織の除去など38の行為があり、病態確認の内

この度の台風15号の影響により甚大な被害を受けられ
た皆様に心よりお見舞い申し上げます。皆様の安全と被災
地の一日も早い復旧、復興を心よりお祈り申し上げます。

副院長／看護担当

髙 橋 初 枝
Hatsue Takahashi

特定行為に係る看護師の育成と
体制整備
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 体制整備
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Topics
News

「特定行為

ご参加お待ち致しております
身近な疾患や症状をテーマにした公開講座を開催しております。 多くの市民・医療関係者
の方々にご出席いただき、 病気の予防や早期発見、 地域医療の発展に役立てていただけ
ればと存じます。
講演テーマなどの詳細につきましては、 院内掲示およびホームページでもご案内しており
ます。ご不明な点や講演テーマのご要望などございましたら、当院総務課にご連絡下さい。

公開講座スケジュール
2019年 11月～2020年 2月
佐倉病院公開講座のお知らせ
入場無料・申込不要・200席

東邦大学医療センター佐倉病院
臨床病理症例検討会 開催予定
（場所：東棟 7 階・講堂）

開催予定日時

講演
テーマ

担　当

第203回：10月 21日（月）18 時 00 分～
第204回：11月 28日（木）18 時 00 分～
第205回：12月 16日（月）18 時 00 分～

地域の医療機関の皆様もご参加いただけます。
詳細は病院ホームページでご確認ください。
（問い合わせ先：教育支援室）

　本年度再開しました医療連携セミ
ナーは、9月で3回目、通算して10回目
を迎えることとなりました。このセミ
ナーは診療科単位で、ご紹介いただい
た症例のレビューと関連領域のミニレク
チャーを基本として開催しています。
　第10回は、2019年9月5日（木）に開
催いたしました。最初に「症例から学ぶ
治療方針」と題して循環器内科助教 美
甘周史より「重症虚血肢」、助教 飯塚卓
夫より「心筋梗塞」、さらに講師 清水一
寛より「虚血性心不全の一例」と題して
ご紹介いただいた症例の提示を動画も
多く用いながらの報告をいたしました。
会場からは紹介元の先生のみならず多

くの質問とコメント
をいただき、活発な
意見交換がなされ
ていました。レク
チャーといたしまし
ては、教授 野呂眞
人より「デバイスの
進歩 ～不整脈治療

に用いられるペースメーカー、植え込み
型除細動器、除細動機能付き心臓再同
期療法～」の講演を行いました。こちら
も多くのご質問、また最先端の医療につ
いて学ぶことができたとのコメントもい
ただき、有意義なディスカッションの場
となりました。
　今回のセミナーは院外から今まで最
多の33名のご参加をいただき院内外合
わせて59名のにぎやかな会となること
ができました。
　講演会終了後には立食形式の情報交
換会を開催しましたが、遅い時間にもか
かわらず大勢の方にご参加頂き、まさに
顔の見える医療連携の構築とともによ
り一層親睦を深めることができたと思

東邦大学医療センター佐倉病院

医療連携セミナー

医療連携・患者支援センター長

吉 田  友 英

講演会の様子

います。
　第11回は2019年11月21日（木）に、
第12回 12月4日（水）に予定しておりま
す（下段参照）。地域との「顔の見える医
療連携」、「対話する医療連携」のさらな
る発展のためご紹介いただいた症例を
中心として、多くの医療機関の方々にご
参加いただけるように開催していきたい
と考えています。今後ともご参加のほど
よろしくお願いいたします。

January1

第 10 回
東邦大学医療センター佐倉病院

医療連携セミナーを開催して

うつ病と地域生活 （仮）

25日土曜日
13:00~15:00

＜メンタルヘルスクリニック＞
桂川 修一 他

February2

休会

March3

＜地域で考えるケアと治療＞
歩行障害とともに歩む “診断と治療 ”

November11
9日 土曜日

13:00~16:00

＜地域で考えるケアと治療＞
認知症とともに歩む “診断と治療 ”

脳神経内科・メンタルヘルスクリニック・
脳神経外科・リハビリテーション部・
ソーシャルワーカー・看護部 他

December12
7日 土曜日

13:00~15:00

骨粗鬆症について

＜骨粗鬆症ワーキンググループ＞
中川 晃一 他

懇親会の様子

11•12

次回医療連携セミナーのご案内
10

出席いただける方は、医療連携・患者支援センターまで
ご連絡ください。

2019  11/ 21   木
19:00 ～ 20:30

2019  12/   4   水
19:30 ～ 21:45

開催場所 東邦大学医療センター佐倉病院  7 階講堂
講　　演 「周術期口腔機能管理の実際と佐倉病院における地域連携」

開催場所 東邦大学医療センター佐倉病院  7 階講堂
一般演題 「眼底出血による紹介からメタボリックサージェリーに至った
   腎症合併肥満糖尿病の 1 例」
特別講演 「肥満症は “ 栄養凸凹症 ” ～じつは多い低亜鉛血症～」

第11•12回
医療連携セミナー

教授 野呂眞人

28日土曜日
13:00~16:00

脳神経内科・整形外科・
脳神経外科・リハビリテーション部・
ソーシャルワーカー・看護部 他



　7 月より東邦大学医療センター佐倉病
院 産婦人科講座准教授の任を拝命致しま
した。 本年 5 月からリプロダクションセ
ンター長のお役目も頂き、 益々その重責
を痛感しております。 産婦人科の分野は
大別して周産期、 腫瘍、不妊、内視鏡、
遺伝、女性医学に分類されます。 私は
主に内視鏡と不妊の分野を専門としてい

ますが、それぞれの分野が多様に重なって卵子と精子の段階から生
涯に渡って女性の一生に関わる疾患を取り扱うのが産婦人科です。
内視鏡の分野においては県内でも数少ない腹腔鏡・子宮鏡技術認定

医のダブルライセンスのもと、高度生殖補助医療を併
用してより良い医療を提供できるよう尽力して参りまし
た。 現在は腹腔鏡下子宮悪性腫瘍を取り扱う認定施
設の認可取得のために準備をしております。
　各分野における専門医のライセンス取得、認定施設
登録は後進を育成し、地域医療に貢献できる大学病
院としての責務でもあります。多様化し目まぐるしく
バージョンアップされる情報を適切に更新しつつ、臨
床、教育、研究の3本柱を見据えてより良い医療を提
供できますよう精進して参ります。 よろしくお願い致
します。

メンタルヘルスクリニック　スタッフ

アピールしたい 診療と研究

# 20

　当科では不安障害、うつ病といった一般外来の診療
に加えて、病院全体で地域の高齢者の方々の健康に関
する取り組みを行っております。脳神経内科スタッフ
と協働して認知症疾患医療センターの指定を受け、そ
れぞれの科に物忘れ外来、認知症外来の専門外来を開
設し診療を行っています。地域に向けては、印旛市郡
を中心に医療と福祉に関わる関係者を対象に認知症
医療連携協議会を定期的に開催する他、佐倉市と連携
した認知症対策検討会に参加し、市主催の物忘れ相談
の出張相談も務めています。病院内においては、認知
症看護認定看護師をはじめとする多職種協働による
認知症サポートチームで患者さんが安心して療養で
きるよう支援をしています。
　次にコンサルテーション・リエゾンの中でも特化
した活動として、肥満症治療に加えて、産科スタッフ
と協働した周産期メンタルヘルス活動を行い、特定妊
婦やハイリスク妊娠に該当する方の診療を行ってお
ります。千葉大学社会精神保健教育研究センター教授
である渡邉博幸先生のご指導のもと、隔月で事例検討
会を開催して、地域の母子保健担当者や福祉課との情
報共有ができるような取り組みも行っています。
　また、公認心理師を中心に集団認知行動療法を行っ
ておりますが、発達障害を有する患者さん向けの新た
な外来治療プログラムを新しく開始しました。
　高齢者の生活支援、肥満外科治療における心理的支
援、特定妊婦の診療、成人の発達障害の診断治療と

いった臨床研究を行っており、それぞれの学会、地方
会、症例検討会で毎年発表を行っております。
　産業精神保健・職場復帰支援センターにおけるリ
ワーク・デイケアでは、うつ病等の患者さんを対象に

①職場復帰のためのバランスよい生活習慣の回復　
②職業生活継続に向けた再発予防
③利用者同士の交流を通した相互補助を目的とした
　支援サービス

を行っています。厚生労働省「労働者の心の健康の保
持増進のための指針（メンタルヘルス指針）」にあり
ますように、当センターのリワークも「事業場外資源」
として、企業・職場のラインケア、社内産業保健スタッ
フなどによるケアにつなぐ役割を担っています。病状
回復から復職後の安定就労につながる再発予防は最
も重要な課題です。職域との連携を通しながら、利用
者の方々には休職に至った経緯の振り返りから、ご自
身での課題と対策を考えることができるよう支援し
ています。研究面では、リワーク現場の取組み成果の
分析や厚生労働省労災疾病臨床研究事業に取り組ん
でいます。また、多職種による学会発表、学会誌への
論文投稿、総説などの寄稿、メンタルヘルス対策・治
療と仕事の両立支援に関する講演等も活発に行って
おります。
　今後とも院内の多職種スタッフと連携し特色ある
診療の幅を広げて、地域の先生方のご期待に沿えるよ
う努めてまいりますので、患者さんのご紹介をどうぞ
よろしくお願い申し上げます。

にズームアップ！

メンタルヘルスクリニック　教授

桂 川 修 一
産業精神保健・職場復帰支援センター  センター長 / 教授

小 山 文 彦

メンタルヘルス
クリニック
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　8 月 1 日付けで小児科学講座教授を拝
命いたしました金村英秋と申します。 前
任の山梨大学医学部附属病院 小児科で
は、 主に小児神経疾患の診療・研究に
従事し、特にてんかん児の QOL 向上を
活動目標に掲げてまいりました。
　神経疾患は小児科の中でも患者数が非
常に多く、また小児の最大の特徴であり

ます「発達」と正面から向き合う領域でもあるため、 全ての小児疾
患において関わりが生じる重要な分野であると言えます。 当院小児科
はてんかん、神経発達症などの小児神経疾患症例が非常に多く、ま
た専門医研修施設に複数の神経領域学会から認定されるなど、神経
領域について診療体制が充実していることがその特徴として挙げられ
ます。今後もこれら当科の強みを維持し、さらに高めていくことで、

神経疾患をもつお子さんの健康増進に少しでも寄与し
ていきたいと考えています。
　一方、当科はスタッフ全員が総合小児科医として小
児疾患全般の診療に取り組んできております。
Common disease から専門的知識・経験が求めら
れる疾患まで、幅広い小児疾患の診療に当科スタッフ
と協力しながら今後も全力で取り組んでまいります。
　さらに日常診療と合わせて学術活動も活発に行うと
ともに、日々進歩している治療について的確に情報を
つかみ、診療に取り入れていくことで地域のニーズに
お応えできる最新かつ最善の医療をスタッフ一同で提
供してまいります。
　先生方におかれましては、今後ともご指導ご鞭撻を
賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

新任紹介 小児科  教授金 村 英 秋 Hideak i  Kanemura

昇任紹介 産婦人科  准教授高 島 明 子 Akiko  Takash ima

　この度、眼科学講座講師に昇進させて
いただきました昌原英隆と申します。 私
は函館市にある江口眼科病院に12年間勤
めた後、2016年4月に当院に赴任いたし
ました。 主に網膜硝子体疾患や涙道疾患
の外科的治療を専門に担当しており、ま
た医局長も兼任し医局運営や若手眼科医
師の教育にも力を入れております。
　当医局は東邦大学出身以外の他医局出

身者が多く、それぞれの培った経験や知識を持ちよっ
て切磋琢磨し、より良い眼科診療を目指して日々努力
しております。 最近では新入局員も年々増加傾向で若
い力に溢れた活気的な医局になっております。
　超高齢化社会を迎え、視覚の質（QOV）の重要性
がますます増加してきており、眼科医の果たすべき役
割も増加してきております。今後も地域の眼科医療に
貢献できるよう医局員一丸となって尽力していきますの
で、よろしくお願い申し上げます。

昇任紹介 眼科  講師昌 原 英 隆 Hidetaka  Masahara


